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広島駅南口広場の再整備等に係る基本方針の決定について 

 

「広島駅南口広場の再整備等に係る基本方針」（以下、「基本方針」という。）について、これまで

の地元説明会や議会等からの幅広い意見を踏まえ、西日本旅客鉄道株式会社及び広島電鉄株式会社

等と協議を行いながら、検討を進めてきましたが、このたび当該２社の同意が得られましたので、

基本方針を決定したものです。 

 

１ 目的 

広島駅南口広場は、広場内の各交通施設の必要な規模が確保できないため、現在、バスの降車

場がなく、降車場が駅と離れ、ＪＲとの乗り継ぎが不便であるとともに、路面電車の乗降場の処

理能力が十分でなく、ラッシュ時には南口広場に進入できない車両が行列待ちになっている。さ

らに、南口広場内には待合場所や憩いの場といった賑わい・交流空間が少ないなど、中四国最大

のターミナルとしての交通結節機能が十分でない状況にある。 

また、路面電車の南口広場への進入ルートが迂回しているため、広島駅と紙屋町・八丁堀地区

間の所要時間が長く、路面電車の定時性や速達性の確保が課題となっている。 

こうした課題に対応し、利用者の利便性向上の観点に立った公共交通ネットワークの形成を図

るとともに、広島駅周辺地区で進展する市街地再開発事業等と一体的なまちづくりを推進するた

め、路面電車の進入ルートを高架とする駅前大橋ルートによる南口広場の再整備について取り組

むものである。 

 

２ 主な経緯 

平成１１年１１月 「新たな公共交通体系づくりの基本計画」の策定 

路面電車の駅前大橋ルートについて、南口広場の再整備とあわせ、その有効性

や実現可能性を検討すべき案として位置づけ 

平成２２年 ８月 「広島駅南口広場再整備に係る基本方針検討委員会」の設置・開催 

 利用者の立場に立った幅広い意見を反映させるため、学識経験者や市民等で構

成する基本方針検討委員会を設置・開催 

平成２３年 ３月 

～平成２４年１１月 

「広島駅南口広場再整備に係る連絡調整会議」の開催（計４回） 

 基本方針検討委員会の下部組織として、交通事業者や交通管理者等で構成する

連絡調整会議を設置し、技術的な課題について検証 

平成２５年 ６月 

 

「第３回広島駅南口広場再整備に係る基本方針検討委員会」の開催 

広場再整備の方向性や、路面電車の進入ルートを駅前大橋ルートとする場合は

駅ビル敷地を活用し路面電車を高架とする広場再整備案が望ましいとの意見を取

りまとめ 

平成２５年 ８月 

～平成２６年 １月 

沿線住民への説明会（荒神・的場・京橋・段原地区）の開催（第１回～第３回） 
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平成２６年 ３月 沿線町内会から的場町、段原一丁目電停の存続等を求める要望書を受理 

その際、路面電車を駅前大橋ルートとする場合、当該電停を残す方法として、

循環ルートの提案あり 

平成２６年 ５月 沿線住民への説明会（荒神・的場・京橋・段原地区）の開催（第４回） 

循環ルートの整備は実現可能であることを説明 

平成２６年 ９月 基本方針の決定・公表（9 月 2 日） 

 
３ 基本方針の概要 
 ⑴ 計画内容 
  ア 南口広場再整備の方法 
    広場への路面電車の進入ルートを駅ビル敷地を活用し路面電車を高架とする駅前大橋ルー

トによる広場再整備 
   合わせて、段原一丁目、的場町、八丁堀、紙屋町、市役所前、皆実町六丁目を環状で結ぶ

循環ルートを整備 
  イ 南口広場内の交通施設の規模 
   ・ 路面電車  乗車場 ４か所、降車場 ４か所 
   ・ バ  ス  ２２バース 
   ・ タクシー  乗車場 ３か所、降車場 ４か所、プール 約６３台 
   ・ マイカー  降車スペース、駐車場 約２３台 
 ⑵ 関係者との役割分担 
  ア 広島市 
   ・都市計画決定（変更）等の法手続き【駅前広場、特殊街路（路面電車部分）】 

・広場再整備、路面電車インフラ部の整備、インフラ外部整備への支援 
・回遊性向上案（歩行者ネットワーク）の計画及び整備 

  イ ＪＲ西日本 
   ・広場自社所有部分上空を活用し、広場の立体利用を前提とした駅ビル建て替え 

・駅ビル内における歩行者空間の整備 
  ウ 広島電鉄 
   ・路面電車インフラ外部の整備 

・路面電車（駅前大橋ルート、循環ルート）の運営 
・交通事業者等関係者との協力による交通案内所や待合環境の整備 

 ⑶ 概算事業費と費用負担の考え方 
   総事業費：約１５５億円 

上記には南口広場再整備に係る費用のほか、路面電車の駅前大橋ルート及び循環ルート、
廃線区間の軌道撤去に係る費用を含んでいる。 

   ※ 事業費は現時点で想定されるものを見込んでいるが、今後、基本設計や実施設計の実施
により熟度を高める。 

   【費用負担の考え方】 
   ・ 広場再整備については、広島市が整備主体であり、ＪＲが「都市計画による駅前広場の

造成に関する申合せ」に基づき、広場造成費（アスファルト舗装相当分）の 1/6を負担す
ることを基本とする。 

   ・ 路面電車のインフラ部（高架、軌道ブロック、電停、上屋等）は、広島市が、インフラ
外部（レール、架線、電気通信設備等）は広島電鉄が国の補助制度を活用して、整備する
ことを基本とする。 
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国 の 補 助 制 度 を 活 用 し た 場 合 の 負 担 割 合  

 広 島 市 の 負 担 ： イ ン フ ラ 部 の 整 備 費 全 体 の 4.5／ 10 

         イ ン フ ラ 外 部 の 整 備 費 全 体 の 1／ 6 

 広 島 電 鉄 の 負 担 ： イ ン フ ラ 外 部 の 整 備 費 全 体 の 1／ 2 
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⑷ 事業の大まかな流れ 
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（関連事業） 

広島駅周辺地区（B・C ﾌﾞﾛｯｸ）の整備 

（平成２８年度完了予定） 

広島駅自由通路の整備（平成２９年度供用開始予定） 
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